
第２期子どもをみんなで育む計画
に係る見直し

～第４章 基本理念について～

資料１



１ 基本理念について

基本理念

「子どもの最善の利益が実現され すべての子どもが健やかに育ち 地域全体で子育てできるまち 流山」

子どもの最善の利益が実現され、すべての親たちが子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような社会を築いて

いくことが求められています。

少子化の進行、核家族化の進展、地域のつながりの希薄化、待機児童問題など、様々な課題を抱える中で、次代を担うすべての子ども

が健やかに育つためには、家庭での子育てを基本としながらも、地域社会全体で子育て家庭を支えていく必要があることが鮮明となって

います。

流山市は、すべての子どもと親が笑顔で過ごすことができ、各家庭が地域社会と連携、協力をしながら安心して子どもを生み育てられる

社会を実現するため、「子どもの最善の利益が実現され すべての子どもが健やかに育ち 地域全体で子育てできるまち 流山」を基本

理念として、子育て支援の施策を推進します。
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≪見直しの方向性≫

第１期計画・第２期計画と継続性を持った計画の
柱として、基本理念は引き続きこのままとします。



２ 基本的視点

基本的視点Ⅰ 子どもの視点に立った支援

子どもの最善の利益を実現するには、子どもや子育て家庭の置かれている状況や地域の実情、子どもの意見をふまえたうえで、適切な子育て支援をし
ていくことが必要となります。

すべての子どもが幸福感と自己肯定感を持ちながら成長できるよう、子どもの視点に立った支援を実現していくことが重要です。

基本的視点Ⅱ 切れ目のない支援

産前・産後休業後、育児休業後、待機児童問題、小１の壁（就学前までは保育サービスを利用できていたが、就学後に学童保育を利用できない）等、子
育て支援に切れ目ができてしまうことが子育てに対する不安の一因となっています。

いつでも、だれでも、安心して子育てができるように、妊娠から出産、子育ての流れの中で切れ目のない支援を実現していくことが重要です。

基本的視点Ⅲ 地域社会全体で子育てを支援

地域の中で子どもとその家庭が孤立することのないように、地域のみんなで子どもを育て、親を支えていけるような地域づくりが大切です。

子育て家庭を更に重層的に支えるために、子育て関連施設・団体間の連携の強化やワークライフバランスが実現される就労環境の充実等、地域社会全
体で子育てを支援していくことが重要です。

基本的視点Ⅳ 施策の連携

子ども・子育て支援に関連する、教育や保育、福祉などの様々な分野が協力して、子ども・子育て支援サービスを提供していくことが求められています。

行政の都合で子ども・子育て支援を分断するのではなく、利用者の側に立つ観点から、子ども・子育て支援に関する各施策の連携を図っていくことが重
要です。 3

≪見直しの方向性≫

第１期計画・第２期計画と継続性を持った計画の
柱として、基本的視点は引き続きこのままとします。



３ 基本理念を踏まえた施策展開のイメージ

基本理念

「子どもの最善の利益が実現され すべての子どもが健やかに育ち 地域全体で子育てできるまち 流山」

基本的視点Ⅰ

子どもの視点に立った支援

基本的視点Ⅱ

切れ目のない支援

基本的視点Ⅲ

地域社会全体で子育てを支援

基本的視点Ⅳ

施策の連携

基本目標１

子育てを支援
する地域づくり

基本目標２

子どもと保護者
の健康づくり

【見直し有】

基本目標３

子どもが健や
かに成長できる
教育環境づくり

【見直し有】

基本目標５

男女がともに仕
事と子育てを両
立できる環境
づくり

基本目標４

子どもの安全を
守る生活環境・
体制づくり

基本目標６

保護が必要な
子どもへの支
援体制づくり

【見直し有】
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≪見直しの方向性≫

子ども・子育て会議でのご意見、子どもの権利条約を踏
まえ、基本目標の一部について、見直しをします。



４ 基本目標（令和３年度第４回、第５回会議を受けての見直し案）
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基本目標１ 子育てを支援する地域づくり

・子どもが健やかに育ち、親が安心して子育てできるよう、各種保育サービスの充実や経済的支援を進めていきます。

・子育て中の親が地域の人々と自由に交流し、助け合えるような場所や機会を提供するなど、地域全体で子育てを支援する体制を構築していきます。

基本目標２ 子どもと保護者の健康づくり

・心身の変化が激しく、様々な悩みを抱える妊娠・出産・産後の時期に母親の心身の健康づくりを支えていきます。

・健康づくりの出発点である乳幼児期には、適切な生活習慣が身につけられるよう、親子の健康づくりを支援していきます。

・子どもが心身ともに著しく成長する学童期から思春期には、友達や親、周囲の人々との関係の中で悩み成長していく子どもの心の成長を支えていけ
る仕組みをつくっていきます。

・ライフステージや社会情勢の変化に応じて、保健・医療・福祉・教育などの各分野が連携して総合的な支援に取り組んでいきます。 一部追加

基本目標３ 子どもが健やかに成長できる教育環境づくり 一部修正

・子どもが自分の意見を表明できる環境づくりに取り組んでいきます。 新規追加

・家庭・学校・地域など様々な学習の機会や人々との交流を通じて、子どもの個性を伸ばし、豊かな人間性を育んでいけるようなに教育環境を充実さ
せていきます。一部修正・一部追加

・子育て中の親に、子育てに関する知識を伝え、的確な支援ができるような仕組みをつくっていきます。

・子どもが乳幼児に接する機会を提供することで、生命の尊さや子育ての楽しさを自然に学び、実感できるようにしていきます。



6

基本目標５ 男女がともに仕事と子育てを両立できる環境づくり

・男女がともに子育ての責任を担い、ワークライフバランスが実現されるよう職場環境の改善を促進していきます。

・従来までの働き方や家庭内の役割分担を見直していくよう意識啓発等をしていきます。

基本目標４ 子どもの安全を守る生活環境・体制づくり

・ユニバーサルデザインの観点を取り入れ、道路や施設の整備・充実を推進していきます。

・子どもが伸び伸びと成長できるよう、子育て家庭が安心して日常生活を営めるよう支援していきます。

・次代を担う子どもの生命を守るために、交通安全や防犯という視点に立ってまちづくりを見直していきます。

・地域の人々と行政、関係機関が一体となって、防犯や交通事故の防止に取り組んでいきます。

基本目標６ 保護が必要な子どもへの支援体制づくり

・ひとり親の家庭や、障がいのある子どものいる家庭など、それぞれの家庭の実情に合わせて、最も適切な子育て支援をしていきます。

・子どもの人権擁護という観点に立ち、地域の人々の協力を得ながら、児童相談所などの関係機関と連携し、児童虐待の予防、発見に努めていきま
す。

・支援を必要とする子どもや家庭に対し、必要な情報が届くような仕組みづくりに努めていきます。 新規追加

４ 基本目標（令和３年度第４回、第５回会議を受けての見直し案）



５ 流山市子ども・子育て支援事業計画の第４章の見直しに当たって
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• 第４章基本計画の見直しを踏まえ、

令和５年度、令和６年度における施策の展開を図ります。

• 第３回会議より、個別事業の評価及び見直しを行うことから、個別事業にお

いても、第４章基本計画見直しの方向性を踏まえ、進めていきます。


